
● 震災復興都市計画について 

（愛知県震災復興都市計画の手引き） 

・震災により都市基盤が未整備な市街地に大きな被害が発生した場合などにおいて、

住民との合意形成を図りつつ市街地開発事業等により迅速な復興を行うため、被災

以後の県職員の詳細な行動内容を示すとともに、市町村職員の行動手順や対応方法

の基本を示し、市町村が復興対策を策定する際の指針となるもの。 

・「手続き編」は、都市復興のプロセス毎に時系列で構成され、県・市町村職員の詳

細な行動内容、被害状況の調査要領、区域設定などにおける判断要件、計画の策定

指針などが示されている。 

・「計画編」は、復興計画の策定に必要な知識や技術基準、復興計画実例、事前復興

計画の取組やその考え方、留意事項などが示されている。 

（事前復興の取組に関するガイドライン(案)） 

・市町村で事前復興の取組が促進されるよう、取組を進める上での基本的な考え方

や、実際に地域で事前復興の取組を行った事例とその留意点等が示されている。 

（事前復興まちづくり模擬訓練プログラム（全体版）） 

・事前復興まちづくり模擬訓練は、大規模地震による被害を想定した上で、被災後

のまちづくりについて考える訓練であり、地域住民とともに取組めるよう、訓練

内容等が示されている。 

 （震災復興地区カルテ作成要領(案)） 

・震災復興検討地区カルテは、震災復興都市計画の対象となり得る地区について、平

時の地区情報を整理するとともに、被災後の地区の被害状況の把握、復興地区区分

の検討に活用できるよう作成するもの。 

 

◆「震災復興都市計画」は、地震の発生により都市基盤が未整備な市街地が大規模

に被災した場合などに、緊急かつ円滑に市街地を復興するため、関係法令に基づ

く建築制限を行いながら、地域住民との合意形成を図り、計画的な市街地の整備

事業を進めるもの。 

①震災復興都市計画とは 

 

◆ 平成 15 年度  「震災復興都市計画の手続き」を策定 

◆ 平成 24 年４月 「愛知県震災復興都市計画の手引き（手続き編）」を策定 

◆ 平成 25 年３月 「愛知県震災復興都市計画の手引き（計画編）」を策定 

◆ 平成 26 年３月 「事前復興の取組に関するガイドライン(案)」を策定 

◆ 平成 26 年度～ 「震災復興都市計画模擬訓練」の実施 

◆ 平成 28 年３月 「事前復興まちづくり模擬訓練プログラム（全体版）」を策定 

◆ 平成 29 年３月 「震災復興地区カルテ作成要領(案)」を策定 

②愛知県の取組 



 

資 料 １ 

 

◆ 震災復興都市計画は、事前の取組があってこそ、被災後の円滑な復興につながるこ

とから、現在、「震災復興検討地区カルテ作成要領（案）」（平成 29 年３月）に基

づき対象となり得る地区を抽出し、発災直後の被災状況の把握や復興地区区分の検

討に必要な地区情報をまとめた震災復興検討地区カルテの作成を進めている。 

④被災前の取組 

③震災復興都市計画の主な手続き 

初   動 

～発災後３日目 

◆ 初動体制の確立 

◆ 災害対策本部等から被災情報等の収集 

◆ 市町村、県、国と連絡・調整 

県 市 

第 １ 段 階 

発災後２週間を目途 

◆ 県都市復興基本方針の策定

と公表 

◆ 第一次建築制限区域の指定 

◆ 第一次建築制限区域(案)の

申出（発災後 10 日以内） 

◆ 市町村都市復興基本方針の

策定と公表 

第 ２ 段 階 

発災後２ヶ月以内 

◆ 県都市復興基本計画(骨子

案)の策定と公表 

◆ 市町村都市復興基本計画

（骨子案）の策定と公表 

◆ 被災市街地復興推進地域の

都市計画決定 

※ 都市計画審議会 

◆ 第二次建築制限の実施 

第 ３ 段 階 

発災後６ヶ月以内 

◆ 都市復興基本計画の策定と

公表 

◆ 都市復興基本計画の策定と

公表 

◆ 復興都市計画事業等の都市

計画決定 

※ 都市計画審議会 

第 ４ 段 階 

発災後６ヶ月以降 

◆ 復興都市計画事業等の推進 


